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NSRR 耐震改修工事において施工を変更した個所に関する説明 

（その１ 燃料棟の鉛直ブレースについて） 
 
設工認申請書図 2-15 標準図１に示す補強のうち、既設梁と既設ガセットプレートの溶接
補強は、部材の取り付きの状況から施工ができないため溶接を取りやめる。 
溶接を行わない場合においても以下のとおり耐力は確保できる。 
該当箇所を添付図１に変更の内容を添付図２に示す。 

 
壁面ブレースの終局耐力Ｔは、 
T=159.16kN 
壁面ブレースの終局耐力時に当該梁に作用する軸力 HQ は、 
HQ＝T/L×B＝159.16/4.561×3.6＝125.6ｋN 
（L、B については、次ページ参照。） 
一方、当該梁接合部の許容耐力 Puは、接続ボルトの耐力（241.27kN）、ボルトのへりあき
の耐力（192kN）、ガセットプレートの耐力（148.8kN）のうち最小となる 148.8kN である。 
よって、 
HQ＜Pu 
 
したがって、接合部の許容耐力が終局耐力時に発生する荷重を上回ることから、溶接による
補強がない場合においても耐震上の問題はない。 
 
構造計算書の抜粋を次ページに示す。 
抜粋の構造計算書は、B 通り 1-2 通り間についてのものであるが、燃料棟大実験室のブレー
スは、全て同形状であり接合部の構造も同様である。 
燃料棟は、1 階、2 階にブレースが設置されているが、階高が低く（２階ｈ=2.8ｍ、1 階ｈ
=4.5ｍ）保守的な結果を与える 2階について評価している。 
 
  



燃料棟構造計算書抜粋 
 
 
 

 



本-13 
 

 
図２－７ 燃料棟 C 通軸組図 

 

既設の部材及び既設の寸法につ

いては、申請の範囲外とする。 

〔単位：ｍｍ〕 

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
多角形

murao
テキストボックス
添付図１



本-21 

 

 

 

 

 

 

標準図―１      

   標準図―２ 

  標準図―３ 

 

 

 

 

 

図２－１５ 燃料棟 既設ブレース及び既設梁接合部の溶接補強概要図 

既設の部材及び既設の寸法については、申請の範囲外とする。 

なお、既存部材の据付状態等により、本図のとおりに工事できない場合は、新設部材の施工状態

を変更することがある。この場合、同等以上の耐力を確保した施工とする。 
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